
VM10 コネクター型(旧型) VM10 円形コネクター(新型)  
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VM10 커넥터형(구형)설치 방법 
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플레이트에 두개의 커넥터의 상태를 
확인한다. 
특히 보빈와이어 커넥터가 안으로 
들어갔는지, 고르지 않는지 확인한다. (롱 
노이즈나 도구를 이용하여, 빼거나 고르게 
정돈한다. 

바디 하단부 프론트 안쪽에서 와이어를 꺼낸다. 
커넥터 두개를 확인한다 

각 와이어를 결합한다. 
정상 커넥터일 경우 ‘딸각’ 소리와 함계 
결합된다. 
※ 커넥터 결합후 와이어가빠지지 않도록  
바디를 살짝들어 플레이트에 결합 

바디의 알루미늄  을 플레이트의 홈에 끼어 
넣는다. 정상 결합 상태. 

 
약간의 갭이 생길 수 있 
 다. 
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볼트 좌우 , 총 6개를 결속 시킨다. 

그림과 같이 위의 두개의 볼트는 안으로 들어 가 있고 아래 
한 개 볼트는 플레이트와 나란히 있게 된다. 
※볼트는 힘껏 꽉 조여야함 꽉조이지 않으면 바디 흔들림 
증상이 있고 소음이 발생할수 있다 

VM10コネクター型(旧型)設置方法  

プレートに二つのコネクターの状態を確認する。
特に、ボビンワイヤコネクターが内側に入ってい
ないのか、乱れていないか確認する。(ロングノ
イズや道具を使って取り出したりきれいに整える) 

ボディー下端部フロントの内側からワイヤーを取
り出す。コネクター二つを確認する。 

各々のワイヤーを結合する。正常コネクターの
場合、「ガタッ」という音と共に結合される。 

※コネクター結合後、ワイヤーが抜けないように
ボディーを持ち上げてプレートに結合 

ボディーのアルミニウムをプレートの溝に挟む。 
 

正常結合状態 

若干のギャップが発生する恐
れがある。 
 

ボルト左右、全6つを結合。 

図のように上の2つのボルトは、内側に入っており、下の一つの
ボルトはプレートと並んで位置するようになる。 

※ボルトは力いっぱい締める。いっぱい締めないとボディーが揺
れる症状があり、騒音が発生する可能性があります。 
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VM10 円形コネクター(新型)設置方法  
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サポー
ト(supp
ort) 

プレートとボディーの円形コネクターを確認 

ボディーをもってプレートの円形コネクタ
ーとアルミニウムサポートのガイド部の
プロファイルを合わせて接続する。 

ボディーのアルミニウムをプレートの溝に
挟む。 
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ボルトは左右、全4つを締結させる。 

ボルト締結が完了された後、Bottom coverを付ける。 

円形コネ
クター 

※ボルトは力強く締める。強く締めなければボディーが揺れる症状があり、騒音が発生する可能性がある。 
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바텀커버결합후 전원코드 연결 

주의사항 

O X 
※ 주의  

바디 뒤부분  abs 부분이 플레이트 abs에 닿지 않도록 

주의 한다  

 바디 케이스가 플레이트에 걸려있는 경우 손으로  밀어 그림과 같이 플레이트 케이스 에 밀려 들어갈수 있도록 해준다  

전원코드연결시 전원버튼에만 파란색 
LED 들어온다 
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ご注意  

ボトムカバー(Bottom 
Cover)結合後に電源コードを接続 

電源コードを接続する際、電源ボタンだけ
青色のLEDが入る。 

※ご注意 
ボディー裏部分のプラスチック(ABS)部分がプレートのプラスチ
ック(ABS)に当たらないように注意する。 
  

ボディーケース(Body Case)がプレートにかかっている場合、手で押して、図のようにプレートケースに押されて入るようにする。 
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水平確認 

前後に水平状態を確認 左右に水平状態を確認 



1 2 

電源ボタン(LED)  電源ボタンを押すと「ピン」の音
とONになる 
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ONになると同時に全身自動モ
ード  
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強度表示  LO、HL、HIの3段階で構成(自動モード) 
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MODE  
1.電源ボタンを押すと「全身」自動モード  
2.MODEボタンを押すと「手動使用者」モード 
3.「手動使用者」モードでMODEボタンを押すと 
  「下半身」自動モード 
4.「下半身」自動モードでMODEボタンを押すと 
  「腹部」自動モード 
5.「腹部」自動モードでMODEボタンを押すと 
  「肩・腕(上半身)」モード 
6.「肩・腕(上半身)」モードでMODEボタンを押すと、
再び「全身」自動モードに戻る 

作動方法 


